


参照箇所・ポイント説明内容の例時間

●テキストの配布、プログラム前提説明
・資料を２種配布する（①ワークブック、②pdf資料:【生徒向け】My Career 
Study登録および適性検査受験案内）。
・①ワークブック裏面に記名をしてもらう。
・授業の度にワークブックを利用するため、忘れないように伝達する。

※可能であれば授業の度に回収していただくことをお勧めします。
・プログラム全体を通じてタブレットまたはスマートフォンを利用するため、

充電を怠らないように伝える。5
分

●はじめに（表紙裏）
・キャリアは一生涯にわたり続くものであることを理解してもらう。
・キャリアとは「仕事の経歴のこと」だけでなく、その人が積み重ねてきたすべて

の経験のこと。自己を理解することや社会に目を向けることが今後のキャリアを
描くうえで欠かせないということを理解してもらう。
（ワークブック1ページ参照）

●My Career Study登録および適性検査を受験
・ワークブック3、4ページ及び【生徒向け】My Career Study登録および適性検

査受験案内資料を使い、My Career Studyへの登録および適性検査を受検する。
・登録したメールアドレスとパスコードは、今後の授業の中

でも利用するためワークブック3ページにメモをしてもらう。
・適性検査の結果は、受験後約10分後にはpdfで確認可能。

帳票サンプルはワークブック11、12ページを確認。
・可能であれば事前に先生も登録、受験いただくことをお勧めします。

生徒への案内がスムーズになります。

5
分

25
分

■事前プログラム:1時間目を開始する前の準備ワーク

＜準備するもの＞
ワークブック、スマートフォン、pdf資料【生徒向け】My Career Study登録および適性検査受験案内
※生徒の皆様にはスマートフォンの充電をしておくことを事前にお伝えください。

◆進行トーク（例）
「まず、今回のプログラムの全体像を説明します。プログラムは全部で６
時間です。1学期には、自分自身がどんな人間なのか、他者とはどんな人間
なのかについて考えます。目次でいうと、1,2時間目にあたります。
２学期には、さまざまな観点で社会や、その中にある仕事について学んで
いきます。目次でいうと、3,4時間目にあたります。
」

◆進行トーク（例）
「2種類の資料を配布しています。①ワークブックと②【生徒向け】My Career  S tudy
登録および適性検査受験案内の資料になります。お手元にありますか。まず、ワークブッ
クの裏側に記名をしましょう。年間を通して、授業の度に使うので、無くしたり忘れたり
しないようにしてください（授業終了後にワークブックは回収します）。また、プログラ
ムでは各所でタブレットやスマートフォンを活用します。十分に充電した状態で授業に臨
むようにしましょう。」

◆進行トーク（例）
「みなさんは、キャリアという言葉を聞いて何を思い浮かべますか?
今後、複数回にわたりキャリア教育プログラムを進めていく上で、どん
な内容を進めていくのか一緒に確認していきましょう。
ワークブック１ページを読みあげますね。
先生は、ちょうど高校生だった頃に教員を目指すようになりました。

みなさんは、現時点で目標や夢はありますか?まだ見つかっていなくて
も構いません。このキャリア教育プログラムを通じて、少しでも自分自
身の強みに気づいていけると良いですね。」

裏表紙に記名

先生は何歳頃に現在
の職業について考え

始めましたか?
教員を目指したきっ
かけなども含め、

導入としてお話いた
だくのもおススメで

す。

メールアドレス
とパスコードを
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